四日市市消防本部地震体験車運行要綱

（目的）
第１条　この要綱は、地震防災対策の学習及び訓練の一環として広く市民が地震の揺れを擬似体験し、防災意識の高揚を図ることを目的として、消防本部の所有する地震体験車の管理及び運行について必要な事項を定めるものとする。

（管理者等）
第２条　地震体験車の維持管理と効率的な運行を図るため、管理責任者及び管理補助者（以下「管理責任者等」という。）を置く。
２　管理責任者は防災教育センター所長とし、管理補助者を防災教育センター職員（以下、「職員」という。）とする。
３　管理責任者等は、地震体験車が常に良好な状態で使用できるよう維持管理を行う。

（運行区域）
第３条　地震体験車の運行区域は、消防本部が管轄する区域とする。

（運行時間等）
　第４条　地震体験車の運行日は、四日市市防災教育センター開館日とし、午前９時から午後４時までとする。ただし、防災教育センター所長が特に必要と認めた場合は、この限りでない。
　
（運行対象）
第５条　地震体験車は、市及び消防本部が主催する行事や市が共催する防災啓発を目的とした防災訓練等の行事のほか、自治会、学校、事業所、その他の団体（以下「団体等」という。）が行う防災訓練等において運行するものとする。ただし、団体等が行う酒類を提供するイベント等には運行しないものとする。
２　前項については、15名以上の人数の参加が見込まれるものを対象とする。

（予約方法）
第６条　地震体験車を利用するもの（以下「利用者」という。）は、利用日の６か月前の日から７日前までに「四日市市公共施設案内・予約システム」により予約するものとする。その後、利用者が職員と運行場所、内容等について調整を行い、予約完了とする。
２　前項の規定にかかわらず、市及び消防本部が主催する行事については、この限りでない。
３　利用者は、予約完了後に、「地震体験車運行調査表（別記様式１）」を提出するものとする。

（地震体験車の運行、操作等）
第７条　地震体験車の運行及び操作は、職員2名以上で行うものとする。
２　地震体験の乗車は本人の申し出によるものとし、事故防止のため、小学生以上を原則とする。ただし、未就学児等であっても保護者等が付き添い、安全が確保されると職員が判断した場合はこの限りでない。
３　地震体験については、定員大人4名（最大280㎏）までとする。

（運行中止）
第８条　地震体験車の運行中止の基準は、次のとおりとする。
（１）四日市市に災害対策本部が設置されている場合
（２）四日市市に大雨・洪水・暴風警報等のいずれかが発令された場合
（３）熱中症特別警戒アラート（熱中症特別警戒情報）が発令された場合
（４）暑さ指数が四日市市の観測点で３５以上の場合
（５）熱中症警戒アラート（熱中症警戒情報）が発令された場合。ただし、実施場所が屋内等で、利用者の体調管理上の暑さ対策が十分であると防災教育センター所長が判断した場合は、この限りでない。また、中止する場合には主催者と十分に協議することとする。
（６）雨や雪、強風などの悪天候により、防災教育センター所長が中止することが適当であると判断した場合
２　上記の場合、職員から地震体験車の利用者に対して連絡を行う。
３　利用者の都合により地震体験の運行を中止する場合は、前日までに防災教育センターに連絡しなければならない。

（経費負担）
第９条　地震体験車の運行等に係る費用は、無料とする。

（事故等に対する責任等）
第１０条　運行先における地震体験車の地震体験時に生じた事故等の責任については、必要に応じて利用者と消防本部がその都度協議するものとする。

（補則）
第１１条　この要綱に定めるもののほか、この要綱の施行に関し必要な事項は、消防長が別に定める。

　附　則
（施行期日）
[bookmark: _Hlk195690859]この要綱は令和６年４月１５日から施行する。
この要綱は令和７年６月　１日から施行する。

別記様式１
四日市市防災教育センター　担当者宛て
電話番号：059-365-3119
ＦＡＸ番号：059-364-6095
メールアドレス：bousaikyouiku@city.yokkaichi.mie.jp

　地震体験車運行調査表
	日　時
	年　　月　　日（　）
開始予定　　時　　分　　から　　終了予定　　時　　分　まで

	場　所
	

	利用者
	名称（団体・自治会名等）　　　　　　　　氏名

電話番号（日中連絡がとれる番号）　　　　

	乗車予定数
（15名以上）
	

	運行場所の地図
	過去に同場所への運行実績の有無　（有・無）
目印となる最寄りの建物からの進入方向も記入（緯度・経度等の座標情報でも可）

Ｎ 


	運行場所の確認
	必ず現地確認をお願いします。
車両寸法（幅2.3ｍ、長さ7.0ｍ、高さ3.5ｍ）以上で進入可能。
駐車スペース（幅7.0m、長さ9.0m、高さ4.0m）が必要。
車両重量(総重量7500㎏)があるため、進入・駐車に際し事前に利用者にて現地の確認をお願いします。
（急傾斜地不可。コンクリート舗装。樹木の枝、止水栓・汚水桝・マンホール等の蓋破損の恐れがないか。）



